
＜進捗状況の推移＞ 

所管課
H26

基準値
H27 H28 H29 H30 R1 目標値

8 9 12 16 19 19 25人

- 36.0% 48.0% 64.0% 76.0% 76.0% ％

- D D C C C -

122 127 140 140.3 141.6 135.8 150万人

- 84.7% 93.3% 93.5% 94.4% 90.5% ％

- B B B B B -

農林課

商工
観光課

指標名

新規農業就業者数【累計】

市内観光客数

達成状況 今後の対応方針

毎年累計数を伸ばしたが、目標値には及ばなかった。新
規就農では葉野菜に関する就農以外に、養蜂や果樹栽培
での就農もみられ、バリエーションが増えた。H29年度に
は初めて女性就業者が増えた。

農家の方々の声を伺いながら、制度のPRや支援対策
を行う。地域の農業を担う者が、農業機械の更新・
導入及びハウスの整備等で、就農の定着や農業経営
規模拡大を行うため補助金を交付する。

Ｈ28年度にかけて、還暦野球やウォーキング・自転車等
によるスポーツツーリズムの展開やアニマルパークによ
り観光客数が大きく伸びた。しかし、インバウンドの取
り込みが課題となり、最終的に目標値に届かなかった。
また、最終年度は、コロナウィルスの影響もあり、減少
に転じている。

地方創生推進交付金を活用し、観光ＤＭＯ事業等に
も積極的に取り組んできたが、市外からの来訪者や
外国人にも訪れてもらえるよう、PRを含め、取り組
んでいく。
また、コロナウィルスの次の段階として、官民を挙
げた経済活動の回復の中で、観光対策にも取り組み
たい。
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＜総合戦略と総合計画との関係性＞ 

＜進捗状況の推移＞ 

1400年の伝統を受け継ぐ『薬草のまち宇陀』の全国発信

指標名 所管課
H26

基準値
H27 H28 H29 H30 R1 目標値

0 11 15 20 20 23 30品目

- 36.7% 50.0% 66.7% 66.7% 76.7% ％

- D D C C C -

2 35 70 80 80 80 100人

- 35.0% 70.0% 80.0% 80.0% 80.0% ％

- D C B B B -

300 400 500 500 5,000 5,500 5,000人

- 8.0% 10.0% 10.0% 100.0% 110.0% ％

- D D D A A -

高原野菜等のブランド化

指標名 所管課
H26

基準値
H27 H28 H29 H30 R1 目標値

0 0 6 6 8 8 10件

- 0.0% 60.0% 60.0% 80.0% 80.0% ％

- D C C B B -

11,600 8,848 4,658 6,198 10,304 9,545 8,120千円

- 79.1% 199.5% 155.2% 37.2% 59.1% ％

- C A A D D -

指標名 所管課
H26

基準値
H27 H28 H29 H30 R1 目標値

8,950 8,395 10,180 7,857 6,392 7,431 17150 

- 49.0% 59.4% 45.8% 37.3% 43.3% ％

- D D D D D -

宇陀産材の普及及び森林の保全

H28およびH29年度以外では目標を達成できなかった。被
害軽減に向けては、侵入防止を目的とした防除施設の設
置と地域での効率的迅速な対策を講じるべく、有害鳥獣
防除ライセンスの取得を支援する必要がある。

有害鳥獣対策については、被害を防ぐ観点と駆除を
促進する観点と両側面からの施策を講じていく。

有害鳥獣被害額

H28年度より地方創生関係交付金を活用した薬草プロジェ
クト事業を推進してきたことで、年々、累計数を伸ばし
たが、目標を達成することができなかった。

商品開発数は、徐々にではあるが増えてきている。
薬草という価値を活かした美容・健康関連の商品に
ついての可能性も探っている。

達成状況 今後の対応方針

機能性表示件数【累計】

H30年度には、「ヘンプ・水菜」の機能性表示が実現で
き、H28年度以降、累計件数を伸ばしてきたが、目標を達
成することができなかった。

農林課

薬草を活用した商品開発品目数
【累計】

薬草生産者数【累計】

薬草のまち宇陀市の興味度（講演会参
加数）

木材搬出量

達成状況 今後の対応方針

H29年度は台風21号豪雨被害により、木材の搬出作業がで
きなかった。また、木材使用料が伸び悩む状況の中で
は、搬出量を大きく伸ばすことができず、全ての年度で
目標値を下回った。

令和元年度に、一条高校の新講堂の床に宇陀産の杉
が使われ、密植して丁寧に間伐することで節の少な
い良質であるとの評価も受けている。
宇陀市産木材の良質な品質と高い技術をＰＲし、需
要の創出にも繋げたい。

達成状況

薬草生産者についてもグループでの大規模生産者も
増えてきつつある。ただし、栽培に取り組む新たな
方がいる一方で、栽培の手間等を理由に辞めてしま
う方も居ることから、1反あたりの薬草栽培の収入を
上げていくための付加価値も必要である。

H29年度には台風による荒天で薬草文化祭の中止になるな
どのトラブルもあり参加者が伸び止んだが、H30年度には
目標を達成することができた。

薬草協議会とも連携しながら、薬草のまち宇陀に対
する認知を深めるための今後も取組みを継続してい
きたい。

今後も、機能性食品の認知度を上げる取組を展開す
るとともに、宇陀市薬草協議会とも連携する。

薬草プロジェクト事業を推進してきたことで、累計数を
伸ばしたが、栽培を推奨した大和トウキの栽培の手間や
収入面がネックとなり、継続的な栽培を実施しない生産
者も多く、最終的に目標を達成できなかった。

今後の対応方針

産業
企画課

産業
企画課

産業
企画課

産業
企画課

農林課

政策 目指すまちの姿

1 1 1 1400年の伝統を受け継ぐ『薬草のまち宇陀』の全国発信 活力のあるまち 3 3 2 農林業経営・生産・流通体制の強化

3 3 1 農業生産基盤の整備と農地の保全

3 3 2 農林業経営・生産・流通体制の強化

1 1 3 宇陀産材の普及及び森林の保全 活力のあるまち 3 3 4 森林の保全と多面的利用の促進

2 高原野菜等のブランド化
基幹産業である

農林業の再生・活性化

宇陀市第1期総合戦略での枠組み

施策 施策

宇陀市第2次総合計画での枠組み

1 活力のあるまち1
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＜総合戦略と総合計画との関係性＞ 

＜進捗状況の推移＞ 

指標名 所管課
H26

基準値
H27 H28 H29 H30 R1 目標値

25,000 24,525 25,497 25,500 24,582 16,453 40,000人

- 61.3% 63.7% 63.8% 61.5% 41.1% ％

- C C C C D -

1 4 7 11 14 18 20商品

- 20.0% 35.0% 55.0% 70.0% 90.0% ％

- D D D C B -

指標名 所管課
H26

基準値
H27 H28 H29 H30 R1 目標値

3812 3923 4278 4285.3 4289.8 3937.9 4970百万円

- 78.9% 86.1% 86.2% 86.3% 79.2% ％

- C B B B C -

指標名
H26

基準値
H27 H28 H29 H30 R1 目標値

0 0 0 6 16 20 10件

- 0.0% 0.0% 60.0% 160.0% 200.0% ％

- D D C A A -

指標名 所管課
H26

基準値
H27 H28 H29 H30 R1 目標値

3812 3923 4278 4285.3 4289.8 3937.9 4970百万円

- 78.9% 86.1% 86.2% 86.3% 79.2% ％

- C B B B C -

スポーツツーリズムとして還暦野球をはじめ市内外
にも浸透し、メディアにも取り上げられた。
ただし、宿泊場所がなく、市外に宿泊されたケース
もあり、来訪者の市内での消費の拡大の課題を解消
したい。

達成状況 今後の対応方針

まちづくり
支援課

飲食店・民宿・店舗等数（新規出店
数）【累計】

観光消費額

移住者から移住者に対して空き家の情報提供が行われる
ネットワークの影響もあり、H30年度には目標を達成する
ことができた。その後も新規出店数を増やすことができ
た。

移住定住に伴う転入者の増加や地域活性化等の様々
な波及効果も生むことができた。
今後も、支援制度の周知とともに、支援内容を充実
させていく。

達成状況 今後の対応方針

観光消費額は全ての年度で目標値の8割～9割目前であっ
た。さらに観光消費額を伸ばし目標を達成するために
は、スポーツツーリズム等の展開が必要となる。

色彩豊かな宇陀づくりを目指して、室生寺において
は秋の紅葉時にライトアップをすることで来場者の
増加にも繋がった。
コロナの影響もあり厳しい中ではあるが、自然環境
の保護及び植栽等を行い、一年を通じた彩り美しい
観光地により、観光消費額の向上に努めたい。

色彩豊かな宇陀づくり

健幸都市宇陀ならではのスポーツツーリズムの推進

四季折々の自然をはじめとする宇陀の地域資源で観光地の魅力を創造

商工
観光課

観光消費額

新規商品（着地型含む）の造成数【累
計】

宿泊観光客数

達成状況 今後の対応方針

観光消費額は全ての年度で目標値の8割～9割目前であっ
た。さらに観光消費額を伸ばし目標を達成するために
は、スポーツツーリズム等の展開が必要となる。

宇陀のおもてなし、農家レストラン・農家民宿等の支援

宿泊事業者誘致事業の撤回や、大型宿泊施設の宿泊事業
が数か月停止したこと、また新型コロナウイルス感染症
の影響が年度の後半ででてしまい、設定された目標値に
は、実数が大きく乖離する結果となった。

新型コロナ感染症の影響で市内宿泊事業の売り上げ
が下がっているので、その援助策を協議して作成
し、宿泊観光客がふえていくような事業を展開す
る。

日本遺産や伊勢街道、ひな祭りなどの企画ができ、初年
度からH30年度にかけて、累計件数を伸ばしてきたが、目
標を達成することができなかった。

関係人口として、宇陀市に訪れてもらえるような滞
在型観光メニューを民間ととも構築したい。
市外や外国人へのPR、ウィズコロナの時代の観光を
模索しながら展開していく。

達成状況 今後の対応方針

商工
観光課

商工
観光課

商工
観光課

政策 目指すまちの姿

3 5 1 観光基盤の維持・整備

3 5 3 観光誘客の活性化

活力のあるまち 3 5 2 地域資源を活かした観光・交流の創出

生涯輝くまち 4 4 1 スポーツ活動の支援充実

1 2 3 宇陀のおもてなし、農家レストラン・農家民宿等の支援

1 2 4 色彩豊かな宇陀づくり

活力のあるまち

活力のあるまち

地域資源を活かした
観光戦略

地域資源を活かした観光・交流の創出253

宇陀市第1期総合戦略での枠組み

施策 施策

宇陀市第2次総合計画での枠組み

四季折々の自然をはじめとする
宇陀の地域資源で観光地の魅力を創造

1 2 1

健幸都市宇陀ならではのスポーツツーリズムの推進1 2 2
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＜総合戦略と総合計画との関係性＞ 

＜進捗状況の推移＞ 

指標名 所管課
H26

基準値
H27 H28 H29 H30 R1 目標値

1 0 1 1 1 1 5件

- 0.0% 20.0% 20.0% 20.0% 20.0% ％

- D D D D D -

1 1 1 1 2 6 5件

- 20.0% 20.0% 20.0% 40.0% 120.0% ％

- D D D D A -

0 0 0 0 0 0 5人

- 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% ％

- D D D D D -

指標名 所管課
H26

基準値
H27 H28 H29 H30 R1 目標値

0 0 0 0 0 0 60事業所

- 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% ％

- D D D D D -

未来に継承したい宇陀の地場産業等への支援

ＩＣＴ等を活用し、宇陀の産業情報の発信や特産品等をＰＲ販売

商工
観光課

産業
企画課

産業
企画課

ポータルサイト利用事業所

達成状況 今後の対応方針

進出企業については、用途変更が必要な場合もあり、興
味を示しても、次のステップへ進むことが難しかったこ
ともあり、目標に達することが出来なかった。

コロナの影響から、テレワークやサテライトオフィ
スのニーズが高まってきていることから、公共施設
の利活用を絡めながら、小規模でも事業者の誘致を
進めたい。

令和元年度に市内事業所の創業件数が4件増え、最終年度
で目標に達成することができた。

市内事業所の新規創業については、新たに市内に
やってこられた方々の支援を展開したい。
また、ネクストコモンズラボ事業における起業者も
操業してきており、更なる連携を図りたい。

達成状況 今後の対応方針

R1年度に、ようやく創設に至り、主に市の施策を中心に
掲載してきたが、事業所の宣伝、施策活動まで利用する
には至らなかった。

市内事業者へポータルサイトの更なる周知を行い、
利用者を増やしていくと同時に、新型コロナウィル
ス感染症対策による施策や補助金を中心に掲載し、
コロナ時代における事業者支援をおこなっていく。

伝統産業の後継者を確保できず、目標を達成できなかっ
た。

地場産業の維持発展のためにも、市外からの誘致だ
けではなく、市内の事業者への支援・育成も重要で
ある。
他自治体での事例も参考にし、産業の発展に努めた
い。

市内伝統産業後継者数〔累計〕

進出企業数〔累計〕

市内事業所の創業件数〔累計〕

産業
企画課

政策 目指すまちの姿

3 2 1 雇用の創出

3 4 2 地元事業所活動の促進・支援

3 4 3 新たな産業の展開

1 3 2 ICT等を活用し、宇陀の産業情報の発信や特産品等をPR販売 活力のあるまち 3 4 2 地元事業所活動の促進・支援

活力のあるまち

宇陀市第1期総合戦略での枠組み

施策 施策

宇陀市第2次総合計画での枠組み

地場産業等への
支援による仕事づくり

未来に継承したい宇陀の地場産業等への支援1 3 1
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＜進捗状況の推移＞ 

所管課
H26

基準値
H27 H28 H29 H30 R1 目標値

0.90 0.93 1.11 1.00 0.86 0.96 1.4

- 66.4% 79.3% 71.4% 61.4% 68.6% ％

- C C C C C -

300 385 245 205 321 305 150人/年

- 39.0% 61.2% 73.2% 46.7% 49.2% ％

- D C C D D -

指標名

合計特殊出生率

人口移動（社会減）

達成状況 今後の対応方針

市民課

市民課

婚姻件数の減少や出生時の母の年齢が45歳以上の方が増
加するなどの状況があり、合計特殊出生率は1.0前後を推
移し、目標を達成することはできなかった。

各施策での取り組みだけでなく、社会潮流等の外的
要因の影響もあり、ＫＰＩだけでは、各施策を評価
しづらいこともある。
宇陀市の現況に合った出産・子育て支援を検討し、
展開していく。

人口異動（社会減）は、減少傾向にある。移住定住
や関係人口の創出をはじめ各種施策を講じ、今後も
社会減を少なくできるように取り組む。

目標を達成することはできなかったが、人口移動（社会
減）は減少することとなった。
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＜総合戦略と総合計画との関係性＞ 

＜進捗状況の推移＞ 

指標名 所管課
H26

基準値
H27 H28 H29 H30 R1 目標値

60 60 105 86 111 106 120件

- 50.0% 87.5% 71.7% 92.5% 88.3% ％

- D B C B B -

20 20 28 34 27 34 60件

- 33.3% 46.7% 56.7% 45.0% 56.7% ％

- D D D D D -

7 10 17 15 16 14 50件

- 20.0% 34.0% 30.0% 32.0% 28.0% ％

- D D D D D -

達成状況 今後の対応方針

総合戦略の取組み時と比べても大きく増加しており、宇
陀市への移住への興味が高くなったことがわかる。
環境が良く災害も少なく不便さを感じさせない等の声も
あがっている。

相談から実際に移住に繋げることが出来るように、
些細な相談でも耳を傾けていく。
コロナの影響でテレワークの推進が図られているこ
とから、自然な環境を求めて移住をされたい方に便
利な田舎としてのＰＲを図りたい。

宅建業者を介している（売買に耐えられる物件が対象）
となっているため、そもそもの物件が限られるほか、個
人の財産を貸すという意識が浸透していないことも背景
にあり、一定数の登録件数は確保しているものの、目標
を達成することはできなかった。

税務課との連携により、県外在住者に固定資産税納
税通知書に空き家情報バンクのチラシを封入してい
ることもあり、転出された方が空き家情報バンクに
登録したいという相談が増えている。今後も市外へ
の積極的なＰＲを展開していく。

相談件数は一定数となっているが、空き家情報バンク成
約件数は伸び悩み、目標を達成することはできなかっ
た。

不動産業者との連絡調整を密にし、空き家情報バン
クへの登録を増やす中で、成約数の増加を目指す。

働きながら住み続けられるまちの推進

まちづくり
支援課

まちづくり
支援課

空き家情報バンク成約数

移住相談件数

空き家情報バンク登録件数

まちづくり
支援課

政策 目指すまちの姿

2 2 2 定住につながる環境づくり

2 2 3 U・I・Jターンの促進
暮らしやすいまち

宇陀市第1期総合戦略での枠組み

施策施策

暮らしやすい宇陀市への
移住・定住の促進強化

宇陀市第2次総合計画での枠組み

働きながら住み続けられるまちの推進112
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＜総合戦略と総合計画との関係性＞ 

＜進捗状況の推移＞

指標名 所管課
H26

基準値
H27 H28 H29 H30 R1 目標値

1 1 1 1 1 1 10組

- 10% 10% 10% 10% 10% ％

- D D D D D -

指標名 所管課
H26

基準値
H27 H28 H29 H30 R1 目標値

144 143 146 118 116 108 175件

- 81.7% 83.4% 67.4% 66.3% 61.7% ％

- B B C C C -

指標名 所管課
H26

基準値
H27 H28 H29 H30 R1 目標値

6,700 7,450 8,397 9,434 9,389 8,548 7,500人

- 99.3% 112.0% 125.8% 125.2% 114.0% ％

- B A A A A -

130 120 103 59 58 70 250件

- 48.0% 41.2% 23.6% 23.2% 28.0% ％

- D D D D D -

1,350 1,394 1,522 1,058 1,372 903 1,500人

- 92.9% 101.5% 70.5% 91.5% 60.2% ％

- B A C B C -

今後の対応方針

誰もが子どもを産みやすい環境の充実

婚活イベント成婚者数【累計】
まちづくり

支援課

婚活支援イベント等の充実

達成状況 今後の対応方針

婚活イベントを通じたカップルの成立は多いが、その後
結婚に至り、補助の対象となった方は1組であった。

婚活イベントだけに限らず、婚約数や出生数が減少
していることから、行政として可能な範囲での支援
をしていく。

達成状況

子育て支援センター利用者数

人口減少に伴い、出生数も減少している。生産年齢人口
の減少も大きく影響しており、目標に達成することはで
きなかった。

減少していくことについては、一筋縄では解決でき
るものではないが、子どもを産みやすい環境をはじ
め、様々な施策を講じていく。

達成状況 今後の対応方針

ファミリーサポートセンター活動件数

子育て支援の充実

平成31年4月実施の「子育て支援に関するニーズ調査」の
結果では、就労している母親の割合が7割となり、こども
園等に預ける家庭が多い。また、近年の少子化に伴い未
就園児が少なくなっており、目標を達成することはでき
なかった。

出生届け出件数

利用者数は、H27年度から増加し、目標を達成することが
できた。
平成31年4月実施の「子育て支援に関するニーズ調査」の
結果では、子育て支援センターの利用満足度は非常に高
く、利用者の利用頻度も高いことが要因である。

今後も地域の子育ての支援機能の充実を図り、子育
ての支援機能の充実を図り、子育ての不安感等を緩
和し、子どもの健やかな育ちを促進したい。

市民課

各種事業において、ファミリーサポート事業の案内は
行っているものの、まだまだ他人に預けるという抵抗が
あり、家族や知人に預けるケースも多く、目標を達成す
ることはできなかった。

引き続き、支援の必要な家庭に適切なサービスを提
供していく。

多様化する保育需要に対応するため、断続的又は緊
急若しくは一時的に保育を必要とする児童に対し、
一時的な保育を実施していく。
また、今後の継続的な事業実施においては保育士の
確保も必要となっている。

一時預かり利用者数

こども
未来課

こども
未来課

こども
未来課

政策 目指すまちの姿

2 2 1 婚活支援イベント等の充実 暮らしやすいまち 2 2 2 定住につながる環境づくり

2 2 2 誰もが子どもを産みやすい環境の充実 健幸なまち 1 4 3 国民健康保険・福祉医療費助成の推進

2 2 3 子育て支援の充実 健幸なまち 1 3 2 子育て支援の充実

結婚・出産・子育ての
切れ目のない
支援の充実

宇陀市第1期総合戦略での枠組み

施策施策

宇陀市第2次総合計画での枠組み
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＜総合戦略と総合計画との関係性＞ 

＜進捗状況の推移＞

指標名 所管課
H26

基準値
H27 H28 H29 H30 R1 目標値

5000 5703 4869 5063 4790 4015 6,000人

- 95.1% 81.2% 84.4% 79.8% 66.9% ％

- B B B C C -

67.6 75.2 67.6 71.4 75.3 84.8 80.2%

- 93.8% 84.3% 89.0% 93.9% 105.7% ％

- B B B B A -

83.6 87 86.7 87.3 79 81.6 92.0%

- 94.6% 94.2% 94.9% 85.9% 88.7% ％

- B B B B B -

75.3 71.1 77.1 63.9 68.2 72.1 76.1%

- 93.4% 101.3% 84.0% 89.6% 94.7% ％

- B A B B B -

54.2 62.3 62.6 69.7 76.2 68.3 67.3%

- 92.6% 93.0% 103.6% 113.2% 101.5% ％

- B B A A A -

66.8 69.1 62.2 66.5 72.5 63.5 74.1%

- 93.3% 83.9% 89.7% 97.8% 85.7% ％

- B B B B B -

42.9 50.2 45.9 35.7 47 59.5 55.2%

- 90.9% 83.2% 64.7% 85.1% 107.8% ％

- B B C B A -

指標名 所管課
H26

基準値
H27 H28 H29 H30 R1 目標値

10.5 12.6 19.2 32.4 32.5 31.5 35%

- 52.5% 63.0% 162.0% 92.9% 90.0% ％

- D C A B B -

こども
未来課

教育
総務課

教育
総務課

教育
総務課

教育
総務課

徐々に割合が増加しており、目標を達成することができ
た。

最終的、達成率が9割を超えたものの、惜しくも目標を達
成することができなかった。

徐々に割合が増加しており、目標を達成することができ
た。

達成率は9割前後で推移したものの、惜しくも目標を達成
することはできなかった。

達成状況 今後の対応方針

平成31年4月実施の「子育て支援に関するニーズ調査」の
結果では、就労している母親の割合が7割となり、こども
園等に預ける家庭が多い。また、近年の少子化に伴い未
就園児が少なくなっており、目標を達成することはでき
なかった。

今後も引き続き実施していくため、事業実施に必要
な体制確保（保育士の確保）を図る。

H29年度に目標を達成して以降は目標値を上方修正し取り
組んできた。上方修正した目標値までは届かなかった
が、取組当初から地産地消の給食を推進できた。

地産地消率の更なる向上には、生産者との情報交
換、共同での献立検討など、新たな取組みや工夫が
必要となる。

徐々に割合が増加しており、目標を達成することができ
た。

最終的、達成率が9割に迫るまで上昇したものの、惜しく
も目標を達成することができなかった。

達成状況 今後の対応方針

元気な子どもづくりの推進

学校給食地産地消率（野菜・きのこ
類）

自尊意識・地域とのかかわり等を肯定
的に答えた児童生徒の割合「地域の行

事参加」（中学生）

自尊意識・地域とのかかわり等を肯定
的に答えた児童生徒の割合「地域の行

事参加」（小学生）

自尊意識・地域とのかかわり等を肯定
的に答えた児童生徒の割合「自分の良

い所」（中学生）

自尊意識・地域とのかかわり等を肯定
的に答えた児童生徒の割合「将来の夢

や目標」（中学生）

自尊意識・地域とのかかわり等を肯定
的に答えた児童生徒の割合「自分の良

い所」（小学生）

教育
総務課

教育
総務課

学校給食
センター

自尊意識・地域とのかかわり等を肯定
的に答えた児童生徒の割合「将来の夢

や目標」（小学生）

預かり保育利用者数

夢を育む教育環境の充実

地域の行事に参加する生徒の割合は、全国平均を上
回る傾向にあり、今後とも積極的な参加を促す。

一人一人の児童が、自分のよさや可能性を認識する
ことができるような授業づくりや学級・学校経営を
推進する。

児童が学ぶことと自己の将来とのつながりを実感し
ながら、社会的・職業的自立に向けて必要な資質・
能力を身に付けることができるよう、特別活動を要
とした各教科等で、キャリア教育の充実を図る。

地域の行事に参加する児童の割合は、全国平均より
も高い傾向にあり、今後とも積極的な参加を促す。

一人一人の生徒が、自分のよさや可能性を認識する
ことができるような授業づくりや学級・学校経営を
推進する。

生徒が学ぶことと自己の将来とのつながりを実感し
ながら、社会的・職業的自立に向けて必要な資質・
能力を身に付けることができるよう、特別活動を要
とした各教科等で、キャリア教育の充実を図る。

政策 目指すまちの姿

4 2 1 学校教育内容の充実

4 2 2 学校の教育環境の充実

4 3 2 地域の教育力の醸成

健幸なまち 1 3 2 子育て支援の充実

4 2 2 学校の教育環境の充実

4 3 2 地域の教育力の醸成

自然豊かなまち 5 3 1 公園・緑地の維持・管理

生涯輝くまち

元気な子どもづくりの推進 生涯輝くまち

宇陀市第1期総合戦略での枠組み

施策

子どもが心身ともに
健やかに成長する
教育環境の充実

夢を育む教育環境の充実

22 3

施策

宇陀市第2次総合計画での枠組み
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＜進捗状況の推移＞

所管課
H26

基準値
H27 H28 H29 H30 R1 目標値

12 28 98 100 100 100 100件

- 28.0% 98.0% 100.0% 100.0% 100.0% ％

- D B A A A -

22 21 25 27 26 26 1位

- 4.8% -14.3% -23.8% -19.0% -19.0% ％

- D D D D D -

28 32 33 34 30 30 1位

- -14.8% -18.5% -22.2% -7.4% -7.4% ％

- D D D D D -

指標名

地域づくり取組件数

健康寿命県内順位（男性）

達成状況 今後の対応方針

市内全域でまちづくり協議会を設立し、目標を達成し
た。

まちづくり協議会の役員方々の高い意識を力にし、
今後も引き続きまちづくり活動を推進する。

健康寿命は県内順位で20位台を推移し、目標を達成する
ことはできなかった。

※令和元年度については、現時点で見込み数値

改善に向けては、検診や運動の習慣化のほかに介護
護予防の観点も重要となる。今後も健康寿命の延伸
に向けて、健康増進、生きがいづくり、医療の充実
等とともに取り組んでいく。

まちづくり
支援課

健康
増進課

改善に向けては、検診や運動の習慣化のほかに介護
護予防の観点も重要となる。今後も健康寿命の延伸
に向けて、健康増進、生きがいづくり、医療の充実
等とともに取り組んでいく。

健康寿命県内順位（女性）

健康寿命は県内順位で30位台を推移し、目標を達成する
ことはできなかった。

※令和元年度については、現時点で見込み数値

健康
増進課
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健康寿命県内順位（女性）位
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健康寿命県内順位（男性）位

目標値1
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＜総合戦略と総合計画との関係性＞ 

＜進捗状況の推移＞

指標名 所管課
H26

基準値
H27 H28 H29 H30 R1 目標値

13 29 45 45 57 64 100自治会

- 29.0% 45.0% 45.0% 57.0% 64.0% ％

- D D D D C -

23 44 68 92 138 204 120人

- 36.7% 56.7% 76.7% 115.0% 170.0% ％

- D D C A A -

61.7 66.7 68.0 74.4 74.4 74.6 100%

- 66.7% 68.0% 74.4% 74.4% 74.6% ％

- C C C C C -

達成状況 今後の対応方針

自治会やまちづくり協議会とも連携しながら取組みを進
め、確実に登録数を伸ばしてきたものの、目標を達成す
ることはできなかった。

昨今、一人暮らしの高齢者が増えていることから、
重要度が増してきている。高齢者サポート隊事業の
実施地域も徐々に拡大しており、今後も継続してい
く。

高齢者の事業に対する関心が高かったこともあり、H30年
度以降に累計数を大きく伸ばし、目標を達成することが
できた。

市民が主役の地域づくり・まちづくりによる地域連携の強化

新しい生活様式に基づく運営方法のもと、今後も仲
間づくりに繋げていく。

近年の災害の増加により、市民の防災意識が高まってき
ていたが、H29年度以降は結成率が伸び悩み、目標を達成
することができなかった。

災害に対する住民の意識は近年高まってきているこ
とからも、未設立自治会へ自主防災組織設立につい
て説明するなど、啓発活動に注力する。

介護
福祉課

高齢者見守り隊登録数

ウェルネスシニア健康学校卒業生【累
計】

自主防災組織の結成率

健康
増進課

危機
管理課

政策 目指すまちの姿

健幸なまち 1 2 1 市民の協働と参画の推進

2 1 3 防犯体制と消費者保護の強化

2 4 2 防犯体制と消費者保護の強化

自然豊かなまち 5 3 1 公園・緑地の維持・管理

6 1 2 市民の協働と参画の推進

6 4 1 地域力の向上・強化

暮らしやすいまち

地域力を
発揮するまち

宇陀市第1期総合戦略での枠組み

3
市民が主役の地域づくり・まちづくりによる
地域連携の強化

宇陀市第2次総合計画での枠組み

施策 施策

地域連携の強化 11
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目標値120.0
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＜総合戦略と総合計画との関係性＞ 

＜進捗状況の推移＞

指標名 所管課
H26

基準値
H27 H28 H29 H30 R1 目標値

24.7 26.9 30.2 31.5 31.8 32.9 60%

- 44.8% 50.3% 52.5% 53.0% 54.8% ％

- D D D D D -

35.3 35.7 33.1 32.3 32.5 33.6 40%

- 89.3% 82.8% 80.8% 81.3% 84.0% ％

- B B B B B -

32 32 55 71 95 110 60ヶ所

- 53.3% 91.7% 118.3% 158.3% 183.3% ％

- D B A A A -

医療介護
あんしん
センター

健康
増進課

介護
福祉課

特定健康診査受診率

特定健康診査受診率は、未受診者への電話やハガキ通
知、うだチャンやキャンペーンでの啓発等により増加傾
向にはあったが、達成率は5割程度の推移となった。

受診率の向上に向けて、引き続き啓発活動を展開し
ていく。

健幸を目指したウェルネスシティの推進

達成状況 今後の対応方針

平成30年度には、いきいき体操55箇所・おはようラジオ
体操40箇所と目標を達成することが出来た。

地域ぐるみで運動することで、介護予防や地域の絆
を強めることにも繋がる。
今後も地域のつながりを重視しながら、運動の習慣
化を図っていきたい。

地域ぐるみで週1回以上運動を実施する
箇所

介護保険サービスにおける居宅サービ
スの給付割合

ウェルネスシティの推進に向けて、「高齢になり介
護が必要となっても、住み慣れた地域で、市民の
方々が身体面だけでなく、生きがいを感じ、安心し
て豊かな生活を送る」ことを目指す。

給付割合は8割の推移となり、惜しくも目標を達成するこ
ができなかった。

政策 目指すまちの姿

1 1 1 健康づくり活動の支援

1 1 3 介護予防の推進

1 4 1 医療体制の充実

1 4 2 地域医療と福祉の連携の推進

健幸なまち

宇陀市第1期総合戦略での枠組み 宇陀市第2次総合計画での枠組み

施策 施策

健幸都市
ウェルネスシティ宇陀市

の実現
健幸を目指したウェルネスシティの推進123
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＜総合戦略と総合計画との関係性＞ 

＜進捗状況の推移＞

指標名 所管課
H26

基準値
H27 H28 H29 H30 R1 目標値

2.1 2.0 1.9 2.0 2.0 2 2.6億円

- 76.9% 73.1% 76.9% 76.9% 76.9% ％

- C C C C C -

28.0 29.0 30.0 34.1 30.4 30.9 35万人/年

- 82.9% 85.7% 97.4% 86.9% 88.3% ％

- B B B B B -

19.0 14.6 15.0 15.3 15.0 15 30万人/年

- 48.7% 50.0% 51.0% 50.0% 50.0% ％

- D D D D D -

2.0 2.3 2.4 3.7 4.6 4.3 5万人/年

- 46.0% 48.0% 74.0% 92.0% 86.0% ％

- D D C B B -

商工観光課
まちづくり

推進課

商工観光課
まちづくり

推進課

整備計画の策定～事業実施に取り組む。

達成状況 今後の対応方針

重伝建地区（宇陀松山）訪問客数

室生寺周辺訪問客数

「奈良カエデの郷ひらら」周辺訪問客
数

重伝建地区の認知度向上等に伴い、徐々にではあるが増
加傾向にあった。
しかし、又兵衛桜の開花時期などがずれ込むこともあ
り、年度によっては厳しい年もあった。

榛原駅周辺事業所の年間売上高

計画の根幹となる重要整備事業に「健康増進拠点づくり
の主要事業としての宿泊事業者誘致事業と公園等整備事
業榛原駅周辺の整備事業計画の見直しなどもあり、目標
を達成することができなかった。

商工観光課
まちづくり

推進課

商工観光課
まちづくり

推進課

小さな拠点づくり・地域公共交通の整備

まちづくり基本計画の策定～事業実施に取り組む。

室生寺への参拝者は5月のシャクナゲの季節や秋の紅葉ラ
イトアップの時は増加しているが、その他の季節におい
ては減少傾向にあった。

まちづくり基本計画の策定～事業実施に取り組む。

H29年度以降、インバウンド観光客に対する体験メニュー
による誘客やコスプレ団体の誘客等を積極的にＰＲした
り、施設の持つ独特な魅力による事業展開が誘客に結び
ついている。

まちづくり基本計画の策定～事業実施に取り組む。

政策 目指すまちの姿

3 3 1 小さな拠点づくり 活力のあるまち 3 1 2 歴史・文化資源の整備と充実

3 3 2 地域公共交通の整備 暮らしやすいまち 2 3 2 地域公共交通の充実

宇陀市第1期総合戦略での枠組み

誰もが住み良い
コンパクトなまちづくりの

実現

宇陀市第2次総合計画での枠組み

施策 施策
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